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Ⅰ 平成３０年度 県土整備部主要施策の成果の概要

第１ 「安全安心・強靭とくしま」の実現

１ 大規模地震等自然災害を迎え撃つ県土強靭化の推進

南海トラフ巨大地震はもとより，中央構造線・活断層地震や線状降水帯など，新たな課題も含めたあらゆる自然災害から，県
民の安全・安心を守るため，社会資本の整備やきめ細やかな維持管理により「県土強靭化」を加速した。

(1) 高速道路ネットワーク等の整備
四国横断自動車道の徳島ＪＣＴ～阿南ＩＣ間については，早期開通に向け，用地取得や工事を推進した。
また，阿南安芸自動車道については，桑野道路及び福井道路の整備を推進するとともに，海部道路の事業化に向けて
取り組んだ。

(2) 「命の道」の整備や橋梁耐震化などの防災・減災対策
「命の道」として，災害時に人命の救助や生活物資の広域的な輸送を行う緊急輸送道路等の整備や橋梁の耐震化の進捗を
図るとともに，避難や早期啓開に資する道路整備を推進した。

(3) 浸水被害の軽減を図る治水対策
吉野川においては，川上から川下まで一貫した流域一体での川づくりを進めるため 「早明浦ダム」で放流設備の増設による，
治水機能の増強を図るとともに，無堤地区における堤防整備や，旧吉野川，今切川での地震津波対策を推進した。
また，那賀川では 「長安口ダム」において放流ゲート増設を完了し，ベルトコンベア運搬を核とした長期的堆砂対策を実施，
するとともに，無堤地区における堤防整備を推進した。
中小河川においても，河川改修を推進するとともに，河道断面を阻害する堆積土砂や樹木の除去など身近な維持管理を強化し，
治水安全度の向上を図った。
さらに，海岸では，高潮・波浪による浸水被害を軽減するため，海岸侵食対策を実施した。

(4) 河川・海岸・港湾の地震・津波対策
地震・津波による浸水被害を防ぐため，河川・海岸の堤防や水門等の耐震調査を実施するとともに，液状化対策をはじめと
する耐震補強工事を推進した。
また，災害時に緊急物資等の海上輸送拠点となる港湾の整備を推進した。
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(5) ハード・ソフト一体で「命を守る」土砂災害対策
土砂災害から尊い命を守るため，土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定を加速するとともに，通常砂防事業，
地すべり対策事業，急傾斜地崩壊対策事業等を推進した。

(6) 木造住宅の耐震化と老朽危険空き家等の除却を加速
南海トラフ巨大地震や中央構造線・活断層地震の被害想定を踏まえ，木造住宅の耐震化を促進するため，本格改修への支援
を拡充し，火災予防対策と併せて支援する制度を創設するとともに，県民への普及啓発活動や事業者の育成などを行った。
また，地震時に倒壊して道路を閉塞する恐れのある老朽化した危険な空き家・空き建築物の除却を加速した。

(7) 応急仮設住宅用地の確保
発災時に必要となる応急仮設住宅用地の確保を推進した。

(8) 都市公園等の防災機能強化
県西部において，防災と平常時の健康づくりの両面から利用できる「リバーシブルな公園」を整備するとともに，県南部に
おいて，災害時に広域応援部隊の活動拠点となる公園を整備するなど，都市公園等の防災機能を強化した。

(9) 大規模災害時における建設企業の事業継続支援
大規模災害時の円滑な復旧・復興に建設企業が最大限の力を発揮できるよう，応急復旧工事への前金払の導入，資金借入れ
に対する利子等補給制度の創設等により，建設企業の初動活動を資金面で支援した。

(10) 鉄道高架事業の推進
都市内交通の円滑化や一体的なまちづくりなど，県都徳島の顔づくりはもとより，防災機能強化を図るため，鉄道高架事業
を推進した。

２ 社会資本の総合的・戦略的維持管理

(1) ＩｏＴ等を活用した効率的なインフラストックの維持管理
道路や橋梁，ダムなどインフラの点検において，ＡＩやＩｏＴ等を活用することにより，点検の精度向上や省力化を進め，
より効率的な維持管理を行った。

-3-



(2) 公共施設等総合管理計画に基づく長寿命化対策
老朽化が急速に進む，道路，河川，海岸等の社会資本については，日常点検や適切な維持補修を行うとともに，公共施設等
総合管理計画に基づく長寿命化対策を推進した。

(3) インフラ施設のＬＥＤ化の推進
あわ産ＬＥＤ照明灯を導入し，省エネルギー化による将来コスト削減に繋がる機能向上も併せた，道路・トンネル照明灯の
更新等を推進した。

(4) 官民協働型維持管理の推進
地域団体やＮＰＯなどとの連携協力の下に，環境美化活動を行う土木施設アドプト支援事業や倒木・除草作業を行う官民協
働型「維持管理システム」推進事業を実施し，土木施設の適正な維持管理を行うとともに，これらの取組みを通して地域活動
の活性化を図った。
また，親しみのある川づくりを進める取組みとして 「かわ普請事業」により植樹を実施した。，

３ 地域の安全・安心を支える「建設産業」の健全な発展

(1) 公共事業の安定的確保と県内企業への優先発注の推進
地元建設企業の育成や受注機会の確保を図るため，公共事業の安定的な確保に努めるとともに，県内企業への優先発注を
推進した。

(2) 入札・契約制度改正と適正な施工体制の確保
公共工事の入札における透明性・公正性・競争性を確保しつつ，インフラの品質やその担い手を確保するため，入札・契約
制度の見直しを行うとともに，公共工事における適正な施工体制の確保に向けた取組みを推進した。

(3) 公共工事の適切な工期の設定と施工時期の平準化
ゼロ県債も含めた債務負担行為の活用などによる適切な工期の設定や施工時期の平準化に努め，建設産業の経営基盤の安定
・強化と働き方改革の実現を図り，公共工事の品質確保とその担い手の中・長期的な確保・育成に繋げた。

(4) 建設産業の担い手の確保・育成
建設産業における担い手の確保・育成や生産性向上を図るため，小中学生及び女性に対し，建設産業の魅力を発信するとと
もに，資格の取得支援やＩＣＴ施工の導入を推進する講習会，ＩｏＴ活用に向けた現場管理の検証等を実施した。
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第２ 「ふるさと回帰・加速とくしま」の実現

１ 移住を促す快適な生活環境の整備

(1) 「空き家・空き建築物」対策の推進
空き家の有効活用を図るため，移住者等の住まいやサービス付き高齢者向け住宅として利用する空き家のリノベーションに
対して支援するとともに，空き家に関する相談会等を実施するなど，「 とくしま回帰』住宅対策総合支援センター」を核とした『
空き家対策を推進した。

(2) 安全な歩行空間の創出
通学路交通安全プログラムに基づく対策をはじめ，通学路の交通安全の確保に向けた取組みを推進した。

(3) 総合的な生活排水対策の推進
生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図るため，流域下水道整備を推進するとともに，市町村が実施する市町村設置型
浄化槽の整備等を支援し，汚水処理人口普及率の向上に努めた。

２ 未来へつなぐ！次世代公共交通体系の創造

(1) 世界初のＤＭＶ導入に向けた取組み
県南地域の観光振興や地域経済の活性化を図るため，阿佐東線におけるＤＭＶの「世界初」となる本格営業運行に向け，
車両製作を進めるとともに，駅舎改築工事に着手した。また，乗車体験などのイベントを実施して機運醸成を図った。

(2) 四国新幹線の実現に向けた取組み
「四国新幹線」の実現に向け，四国や関西との連携を強化し，広く機運醸成を図るとともに，整備計画への格上げに向けた
取組みを推進した。

(3) 公共交通ネットワークの維持・充実
地域の実情に応じた持続可能な地域公共交通網の構築に向け 「次世代地域公共交通ビジョン」の策定に着手するとともに，，
生活に密着した路線バスや鉄道などの陸上交通のほか，フェリーについて，路線等の維持や利用促進をはじめとする交通対策
を実施した。
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３ 既存ストックを活用した個性的な地域づくり

(1) 徳島小松島港の活性化
四国横断自動車道津田ＩＣ（仮称）の設置を絶好のチャンスとして捉え，新たな企業用地を確保するため 「津田地区活性化，
計画」に基づき，水面貯木場の埋立工事を行い，津田木材団地のリノベーションを図った。

(2) 港湾施設の有効活用による「にぎわいの創出」
万代中央地区等の港湾施設において，イベントの開催や倉庫群をにぎわい施設として活用するなど，既存ストックを有効
活用した「にぎわい」を創出する取組みを進めた。

第３ 「大胆素敵・躍動とくしま」の実現

１ 世界とつながる「ゲートウェイとくしま」の推進

(1) 航空ネットワークの推進
ア インバウンド・アウトバウンド対策
「徳島阿波おどり空港新ターミナル」の供用開始を契機として，空港の国際化を図るため，戦略的なエアポートセールス
を実施するとともに，インバウンド及びアウトバウンド対策を実施した。

イ 国内航空ネットワークの拡大
徳島阿波おどり空港の更なる利用促進を図るため，既存国内路線を活用した乗継路線の充実はもとより，定期路線の
新設・増便等，航空ネットワークの拡大に向けた取組みを推進した。

(2) インバウンド目線に立った公共交通の充実
公共交通機関における訪日外国人の利便性向上を図るため，路線バスの訪日外国人向けの「フリー乗車券」の発行や，フェ
リーターミナルなどの多言語表記化を支援した。

(3) クルーズ客船の寄港誘致
クルーズ客船寄港の受入体制の充実を図るとともに，新たなクルーズ客船の寄港の実現や寄港数増加を図るため，徳島小松
島港の保安対策や入港歓迎行事等を実施するほか，積極的なポートセールスを展開した。
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(4) 徳島小松島港コンテナ航路の活性化
本県経済を支える国際物流拠点として「徳島小松島港」の更なる活性化を図るため，既存航路の充実・強化や新規航路の開
設に向けたポートセールスを実施した。

２ 世界に輝くスポーツ振興・あわ文化の発信

(1) 公園整備によるスポーツ振興
国際スポーツ大会等の開催を見据え，キャンプ地の誘致等を進めるため競技施設を改修するとともに，県民のスポーツへの
関心を高めるため，公園や港湾緑地におけるスポーツの拠点づくりを推進した。

(2) とくしまの橋梁の持つ魅力の再発見
国内外からの観光誘客を図り，地域の活性化に繋げるため，ホームページ「橋の博物館とくしま」等を通じて，吉野川に
架かる徳島ならではの橋の魅力を広く発信した。

３ 世界に誇れる「おもてなしの国とくしま」魅力向上の推進

(1) 道の駅のおもてなしの向上
地域のにぎわい拠点等となる「道の駅」において，快適に利用できるようトイレの洋式化等を進めるとともに，急増する
サイクリストのため自転車スタンドを設置し，おもてなし向上の取組みを進めた。
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Ⅱ 主要事業の内容及び成果
(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

大規模地震等自然災害を迎 高速道路ネットワーク用地先 国土交通省施行の四国横断自動車道(新直轄区間)及び阿南安芸自動車道(桑野道
え撃つ県土強靱化の推進 行取得事業 路・福井道路)の整備促進を図るため，用地取得を推進した。

(2,386,964)

高速自動車道対策事業 本県の活性化に不可欠な社会基盤である高速道路等の整備促進を図るため，国土
交通省及び西日本高速道路株式会社から用地事務を受託するとともに，高速道路等
が通過する地域において，市町が行う道路や河川等のインフラ整備を支援した。

(152,195)

放射・環状道路網整備事業 徳島市及び周辺地域の交通渋滞を緩和し，都市部と各地域との交通を円滑にする
ため，放射道路として国道438号上八万工区の整備を推進するほか，環状道路とし
て徳島東環状線などの事業進捗を図った。

(1,129,341)

「道の駅」防災拠点化事業 大規模災害発生時の地域防災力を向上させるため，既存「道の駅」において，防
災拠点化に関する設計及び工事を実施した。

(120,776)

緊急輸送道路整備事業 災害時に人命の救助や生活物資の広域的な緊急輸送を行うため，緊急輸送道路を
整備するとともに，橋りょうの耐震補強工事等を実施した。

(5,884,400)

生命線道路整備事業 中山間地域の生命線道路において，災害時の交通途絶が発生しないよう，道路整
備や橋りょう耐震化を推進した。
(1) 緊急地方道路整備事業 (367,240)
(2) 道路局部改良事業 (108,426)

徳島小松島港沖洲地区(二期) 徳島小松島港沖洲(外)地区において，大規模災害発生時における緊急物資等の輸
整備事業 送を円滑に実施するため，耐震強化岸壁と四国横断自動車道等とのアクセス路とな

る臨港道路整備を実施した。
(96,600)

国土交通省施行の一級河川吉野川改修（沼田箇所）工事の整備促進を図るため，直轄河川改修用地先行取得
用地取得を推進した。事業

（ ）248,151
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

， ， ，大規模地震等自然災害を迎 直轄河川改修事業 直轄管理区間において 各河川整備計画に基づき 国土交通省により,堤防整備
地震津波対策等が実施された。え撃つ県土強靱化の推進

(1,654,403)

広域河川改修事業 流域の浸水被害を軽減するため，河道拡幅などの河川改修工事を実施した。
(901,032)

総合流域防災事業 比較的事業規模が小さい河川において，浸水被害を軽減するため，河道拡幅な
どの河川改修工事を実施した。また，出水時の迅速な対応に資するため，水位計
等の整備を行った。

(1,935,422)

床上浸水対策特別緊急事業 床上浸水被害が頻発している那賀川和食・土佐地区において，再度災害を防止
するため，堤防整備などの河川改修工事を集中的に実施した。

(3,431,360)

海岸侵食対策事業 海岸の侵食対策として，今津坂野海岸において，大規模突堤工を実施した。
(263,600)

河川特殊改良事業 河川機能の向上のため，小規模で局所的な河川施設の整備を行った。
(170,530)

河川海岸維持修繕事業 河川・海岸施設の機能維持のため小規模な修繕や土砂掘削，伐木等を行った。
(1,116,744)

ファミリータイムライン作 住民の避難を確実なものとするため，家族に合った，洪水時の避難に必要な
成事業 情報・判断・行動を把握するための「家族・防災教室」を開催し，家族や隣近

所で「避難のタイミング」を情報共有する「ファミリータイムライン」の作成
を支援した。

(3,000)

長安口ダム改造事業 長安口ダム改造事業は，平成19年度から国土交通省の直轄事業として事業化さ
れ，ダムにおける治水・利水・環境の機能強化に向け，事業促進を図った。

(1,413,920)

堰堤改良事業 宮川内ダム及び福井ダムにおいて，老朽化したダム管理設備の改良，更新によ
り，安全で適切なダム管理の実現を図った。

(67,764)
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

地震・高潮対策河川事業 津波の河川遡上による浸水被害を軽減するため，堤防・水門・樋門の耐震調査大規模地震等自然災害を迎
及び補強工事を実施した。え撃つ県土強靱化の推進

(393,500)

津波・高潮危機管理対策緊急 津波又は高潮発生時における人的被害を軽減するため，堤防護岸の陸閘工事や破
事業 堤防止等の対策工事を実施した。

(179,961)

海岸高潮対策事業 津波や高潮による浸水被害を防止し，県民の命や財産を守るため，浅川港海岸に
おいて，海岸堤防の嵩上げを実施するとともに，陸閘の整備を進めた。また，日和
佐港海岸において，海岸堤防の補強工事を推進した。

(323,220)

地震・津波を迎え撃つ放置艇 津波時等に流出する可能性のある沈廃船の撤去や，放置艇等の所有者調査を実施
対策緊急推進事業 した。その他，15カ所で暫定係留保管場所を確保した。

(13,400)

土石流から人家や公共施設を保護するため，土石流危険渓流等において，砂防通常砂防事業
堰堤等の砂防工事を実施した。

(703,500)

地すべり対策事業 地すべり災害から人家や公共施設を保護するため，地すべり防止区域において，
横ボーリング工等の地すべり防止工事を実施した。

(1,292,670)

， ， ，急傾斜地崩壊対策事業 急傾斜地の崩壊から人家や公共施設を保護するため 危険区域において 擁壁工
防護柵工等の急傾斜地崩壊防止工事を実施した。

(474,650)

県単独砂防事業 土砂災害を防止するため，国の交付金事業等に該当しない小規模な砂防工事や地
すべり防止工事等を実施した。

(56,832)

公共施設等の災害復旧・災 県民生活の安全・安心を確保するため,平成３０年７月豪雨災害により被害
害予防対策事業（きめ細や を受けた公共施設等の早期機能復旧及び二次災害を防ぐ災害対策を実施すると
かな雨量情報提供事業） ともに，豪雨被災地の避難警戒体制の強化を図るため，通信機能を有したＩｏ

Ｔ雨量計を設置し，地域住民や市町村の避難判断に資する雨量情報を提供する
実証実験を行った。

(64,311)
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

木造住宅の耐震化を促進するため，市町村が行う耐震診断，補強計画，耐震改大規模地震等自然災害を迎 木造住宅耐震化促進事業
修事業に対して支援を行った。え撃つ県土強靱化の推進
関係団体や市町村と連携し，出前講座や各種イベントでの相談会の実施，相談
所の設置，耐震シェルターの実物展示など普及啓発や人材育成を行った。

(115,938)

民間建築物耐震化支援事業 地震による建築物の倒壊を防ぐため，民間建築物の所有者が実施する耐震診断等
に助成を行う市町村に対し支援を行った。

(28,768)

地震時に倒壊して道路を閉塞する恐れのある老朽化した危険な空き家・空き建老朽危険空き家等除却支援事
築物の除却に助成を行う市町村に対し支援を行った。業

(13,865)

通学路や避難路等の安全を確保するため，道路に面した倒壊の危険性のある危険ブロック塀等緊急安全
個人が所有するブロック塀の撤去に助成を行う市町村に対し支援を行った。対策支援事業

(4,500)

仮設トイレ環境改善支援事 避難所及び建設現場の環境改善のため，レンタル事業者が保有する仮設トイレ
業 の洋式化に要する経費に対し，補助を行った。

（ ）5,623

応急仮設住宅用地確保推進 南海トラフ巨大地震をはじめとする大規模災害発生後，地震や津波で住居を失
事業 った被災者に，速やかに，安全・安心で利便性の高い住環境を提供するため，応

急仮設住宅用地の確保に向けた取組を推進した。
(5,312)

防災拠点としての機能強化を図るため，鳴門・大塚スポーツパークの受変電設公園整備事業
備の改修や,避難所に指定されているＪＡバンク蔵本公園の体育ホールの改修工事
を実施した。
また，県南の防災拠点となる南部健康運動公園において，避難所に指定される
陸上競技場運営棟を整備した。

(892,671)

西部健康防災公園整備事業 平常時の健康づくりと西部圏域での自然災害への対応や南海トラフ巨大地震時の
沿岸部の後方支援を担う防災機能を備えた「リバーシブルな公園」の整備を実施し
た。

(475,228)
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

徳島市内における鉄道高架事業について，都市計画決定に着手できるよう協大規模地震等自然災害を迎 鉄道高架事業
議を進めた。え撃つ県土強靱化の推進

(787)

社会資本の総合的・戦略的 道路維持修繕事業 県管理道路において，舗装補修等の維持修繕を実施し，一般交通に支障をきたさ
維持管理 ないよう施設を良好に保つことに努めた。

(2,947,694)

， （ ）ダム維持管理効率化 県管理ダムにおいて 近接目視が困難なダム堤体部を小型無人航空機 ＵＡＶ
により撮影し，その画像より損傷劣化箇所をとりまとめ，ダム堤体の調査を行っ
た。

橋梁長寿命化修繕計画 県管理橋梁について，長寿命化修繕計画を更新するため，定期点検を実施した。
策定事業 (438,224)

， ， ，橋りょう修繕事業 県管理橋梁の老朽化 交通量増加に伴う劣化に対し 長寿命化修繕計画に基づき
長期にわたって安全に供用が継続できるよう，橋の再塗装及び損傷した床版や橋桁
の修繕を実施した。

(2,491,107)

河川管理施設長寿命化事業 河川管理施設の適切な機能維持を図るため，コスト縮減も勘案した施設の長
寿命化計画に基づく修繕工事等を実施した。

(1,168,310)

海岸堤防等老朽化対策緊急事 海岸保全施設の機能の回復や強化を図り，自然災害から県民の命や財産を守るた
業 め，施設の長寿命化計画を策定し，長寿命化計画に基づく修繕工事等を実施した。

（ ）225,190

橘港の西浜地区において物揚場の改良工事，徳島小松島港の沖洲地区において港湾補修事業
岸壁の修繕工事, 日和佐港他で防舷材の取替工事等を実施した。

(115,375)

道路照明灯ＬＥＤ化加速事業 安全で快適かつ効率的な道路環境の実現を図るため，あわ産ＬＥＤ道路照明灯の
新設及び既存照明灯のＬＥＤ灯への転換を推進した。

(362,098)

土木施設アドプト支援事業 道路， 河川，公園，港湾等の県が管理する土木施設について，アドプト契約し
た団体に対し，看板設置等の支援を実施した。

(5,000)
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

河川安全・安心協働モデル 河川の浸水被害を防止し，県民の安全・安心を確保するため，海部川等におい社会資本の総合的・戦略的
事業 て，民間事業者との協働等により，堆積土砂の撤去及び有効活用を行った。維持管理

(26,670)

小規模団地の建替ＰＦＩ事業における団地設計の基礎データとするため，地質県営住宅新浜町団地建替ＰＦ
調査を実施した。Ｉ事業

(8,586)

健康で文化的な生活と高齢者等の住宅の確保に資するため，県営住宅の耐震化県営住宅建設事業
・長寿命化を進めることにより良質低廉な賃貸住宅の供給に努めた。
また，県営住宅のストック改善として，金沢団地等の屋上防水・外壁改修工事
等や西須賀団地等の受水槽耐震化工事等を実施した。

(518,331)

地域の安全・安心を支える 電子入札・電子納品等推進 発注者・受注者双方のコスト縮減と，入札・契約手続の透明性，競争性のより
「建設産業」の健全な発展 事業 一層の確保を図るため，電子入札システムの適切な運用を行うとともに，徳島市

他９市町と共同利用を行った。
(69,546)

進化する「新３Ｋ・建設産 建設産業の担い手の確保・育成や生産性向上を図るため，小中学生及び女性に
業」創生事業 対し，建設産業の魅力を発信するとともに，資格の取得支援やＩＣＴ施工の導入

を推進する講習会，ＩｏＴ活用に向けた現場管理の検証等を実施した。
（ ）4,150

空き家の相談や利活用の総合窓口となる「 とくしま回帰』住宅対策総合支援セ移住を促す快適な生活環境 「とくしま回帰」住宅対策総 『
ンター」を運営するとともに，空き家が利活用可能かどうかを判定する「とくしの整備 合推進事業
ま地方創生空き家判定士」や空き家所有者と移住希望者等をつなぐ「空き家コー
ディネーター」を育成し，相談体制の機能強化を図った。
また，利活用可能な空き家のリノベーション等に対する補助を実施した。

(16,709)

交通安全対策事業 歩行者・自転車の通行の安全を確保するため，歩道の新設や拡幅工事を行うとと
もに，交差点改良の進捗を図った。

(982,459)

個人が単独処理浄化槽やくみ取り槽から合併処理浄化槽へ転換する場合に要す浄化槽普及支援事業
る費用に対し市町村が助成する経費の一部，及び市町村自らが主体となって各戸
に浄化槽を設置する場合の経費の一部を助成した。

(38,958)
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

旧吉野川浄化センターにおいて，鳴門市，松茂町，北島町，藍住町，板野町か移住を促す快適な生活環境 旧吉野川流域下水道事業
ら流入する汚水の適切な処理を行った。の整備
また，今後の汚水流入量の増加への対応のため，施設整備計画の見直しや，津
波対策のため，津波防護壁の設置を行った。

(380,706)

未来へつなぐ！次世代公共 阿佐鉄・飛躍「夢と希望の 「持続可能な鉄道」を目指す阿佐東線の取組みを支援するため，車両自体が観
交通体系の創造 ＤＭＶ導入プロジェクト」 光資源となり 「観光振興」に大きく寄与するＤＭＶの導入を促進した。，

（ ）(1) ＤＭＶ導入促進事業 162,036
2020年の“世界初”ＤＭＶ本格営業運行を目指し，車両製作及び駅舎改築の
本工事に着手した。

（ ）(2) ＤＭＶわくわくイベント 5,129
線路と道路を走れるＤＭＶ導入の機運醸成とＰＲを図るため，ＪＲ北海道の
試作車を借受け，乗車体験会や展示会など，夢と希望を満載したＤＭＶの魅力
と可能性が体感できるイベントを実施した。

“次世代への架け橋”四国 四国新幹線実現の機運醸成を図るため，四国や関西との連携を強化し，啓発や
新幹線導入促進事業 情報発信のためのシンポジウム開催，国への提言などを実施した。

(2,012)

次世代地域公共交通創生事 地域住民の生活交通手段を確保するため，地域間の幹線となるバス路線を支援
業 するとともに，過疎地域のバス路線の車両更新や維持・確保など，より効率的な

運行に取り組む市町村を支援した。
また，ユニバーサルデザインによるまちづくりを推進するため，ノンステップ
バスの導入を支援した。

（ ）204,398

「海の遍路道」利用促進キ 南海フェリーの利用促進を図るため，和歌山県及び南海フェリー株式会社と連
ャンペーン事業 携し，フェリーの乗船料割引や，抽選で県産品が当たるキャンペーンに加え，フ

ェリー内で文化交流イベントを実施した。
(1,214)

既存ストックを活用した個 徳島小松島港津田地区活性化 徳島小松島港津田地区活性化計画に基づき，新たな産業拠点づくり等を推進する
性的な地域づくり 整備事業 ため，企業用地を確保するための用地造成を実施した。

(642,000)

徳島小松島港津田地区において，広域交通ネットワークの形成を図るため，徳島小松島港津田地区整備
四国横断自動車道用地等の整備を実施した。事業

(210,550)
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

万代中央地区活性化事業 徳島小松島港万代中央地区において 「旧タクシーメーター検査場等」をにぎわ既存ストックを活用した個 ，
い施設として活用するための整備等を実施した。性的な地域づくり

（ ）7,475

世界とつながる「ゲートウ インバウンドを徳島へ！徳 国際線の安定的就航及び新規路線の開設により，インバウンドの効果を県内経
ェイとくしま」の推進 島阿波おどり空港国際化推 済に波及させるため，戦略的なエアポートセールスや現地でのＰＲを実施すると

進事業 ともに，国際線の運航経費等を支援した。
（ ）34,836

国際線の安定的就航に向け，県民等のアウトバウンド利用を促進するため，徳島から海外へ！アウトバ
国際線を利用した旅行商品造成や若年層の教育旅行等を支援した。ウンド強化事業

(3,489)

香港定期便へ！誘客・交流 国際定期便による交流人口拡大，地域経済の活性化を図るため，定期便の通年
拡大推進事業 化に向け，個人旅行者への情報発信の強化や二次交通の支援による誘客拡大に取

， 。り組むなど インバウンド・アウトバウンド両面からの国際線の利用を促進した
(13,014)

とくしま航空ネットワーク 国内定期路線を拡充し，地方から地方への交流推進を図るため，エアポートセ
充実強化事業 ールスや乗継路線の利用拡大に向けたキャンペーンを実施した。

(1,892)

地域公共交通インバウンド 公共交通機関における訪日外国人の利便性向上を図るため，２日間1,500円で空
対策支援事業 港リムジンバスを含む徳島バス，徳島市営バスの路線バスが乗り放題となる「TOK

USHIMA BUS PASS」の発行や，南海フェリー徳島港ターミナルの案内表示の多言語
表記化を支援した。

(2,063)

クルーズ客船寄港拡大おも 新たなクルーズ客船の誘致や，クルーズ客船の継続寄港，寄港の通年化を実現
てなし事業 するため，国内外の船社や旅行会社に積極的なポートセールスを実施するととも

に，クルーズ客船寄港時における保安対策や入港歓迎イベント等を実施した。
22,736)（

徳島小松島港コンテナ航路 徳島小松島港で新たに国際コンテナ貨物の輸出入を行う荷主企業に対し，経費
活性化事業 の一部を助成した。

（ ）1,124
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(単位：千円)

項 目 事 業 名 事 業 内 容 及 び 成 果

世界に輝くスポーツ振興・ 県南のスポーツ・レクリエーションの拠点となる南部健康運動公園において，南部健康運動公園整備事業
あわ文化の発信 陸上競技場の運営棟や観戦席の工事を実施した。

(773,154)

ラグビーワールドカップ２０１９において，ジョージア代表チームの事前キャ鳴門・大塚スポーツパーク
ンプ地となる鳴門・大塚スポーツパーク球技場のフィールド芝生改修工事を実施(鳴門総合運動公園)整備事
した。業
また，２０２２年四国で開催される全国高等学校総合体育大会に向け，陸上競
技場トラックの改修の設計を実施した。

(385,982)

競泳競技の競技力向上に資するため，ＪＡバンク蔵本公園５０ｍプールの水深蔵本公園整備事業
の拡大を図り，両側タッチ板や最新式のスタート台を設置するため，改修工事を
実施した。

(80,200)

橘港公共用地整備事業 スポーツ・レクリエーション振興を図るため，橘港公共用地に緑地(ソフトボー
ル場等)の整備を実施した。

(143,260)

「橋の博物館」世界に橋ら 国内外から観光誘客を図り，地域の活性化に繋げるため，吉野川に架かる橋に
せＰＲ事業 ついて，吉野川橋の「満９０歳（卒寿 」及び「選奨土木遺産」認定を積極的にＰ）

Ｒするなど 「橋の博物館とくしま」として，徳島ならではの橋の魅力を広く発信，
。した

(74)

「道の駅」サービス機能強化 「道の駅」による地域活性化を後押しするため，既存「道の駅」において，サー世界に誇れる「おもてなし
事業 ビス機能強化に関する工事を実施した。の国とくしま」魅力向上の

(10,549)推進
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Ⅲ 歳入歳出決算額

 １ 一般会計決算額

（１） 歳入決算額 （単位：円）
予算現額と

 区    分 予 算 現 額 調  定  額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収 入 済 額
と の 比 較

県 土 整 備 政 策 課 76,222,000 79,927,243 79,927,243 0 0 3,705,243

建 設 管 理 課 98,683,000 91,789,466 91,789,466 0 0 △6,893,534

用 地 対 策 課 1,213,995,000 1,751,013,269 1,215,285,841 0 535,727,428 1,290,841

道 路 整 備 課 15,691,409,833 9,797,122,509 9,794,925,381 0 2,197,128 △5,896,484,452

高 規 格 道 路 課 468,506,000 457,287,000 457,287,000 0 0 △11,219,000

都 市 計 画 課 2,078,840,778 1,360,271,269 1,360,271,269 0 0 △718,569,509

住 宅 課 1,760,996,000 1,961,003,622 1,687,763,004 1,908,570 271,332,048 △73,232,996

営 繕 課 100,221,000 70,266,499 70,255,440 0 11,059 △29,965,560

河 川 整 備 課 7,753,361,000 4,770,476,915 4,769,311,020 419,100 746,795 △2,984,049,980

流 域 水 管 理 課 485,762,000 429,023,301 428,906,792 0 116,509 △56,855,208

砂 防 防 災 課 6,085,439,053 2,894,245,378 2,894,245,378 0 0 △3,191,193,675

水 ・ 環 境 課 33,296,000 32,494,040 32,494,040 0 0 △801,960

運 輸 政 策 課 1,670,627,447 1,010,868,944 989,822,169 0 21,046,775 △680,805,278

次 世 代 交 通 課 432,463,000 361,251,905 361,251,905 0 0 △71,211,095

計 37,949,822,111 25,067,041,360 24,233,535,948 2,327,670 831,177,742 △13,716,286,163

収 用 委 員 会 事 務 局 0 9,322 9,322 0 0 9,322

総　　　計 37,949,822,111 25,067,050,682 24,233,545,270 2,327,670 831,177,742 △13,716,276,841
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（２） 歳出決算額
（単位：円）

  予算現額と　
 区      分 予　算　現　額 支　出　済　額 翌年度繰越額 不   用   額 支 出 済 額

と の 比 較

県 土 整 備 政 策 課 4,017,850,000 3,998,305,495 5,000,000 14,544,505 19,544,505

建 設 管 理 課 119,929,000 112,740,599 0 7,188,401 7,188,401

用 地 対 策 課 36,939,000 33,726,466 0 3,212,534 3,212,534

道 路 整 備 課 30,130,550,140 18,524,568,208 10,943,590,358 662,391,574 11,605,981,932

高 規 格 道 路 課 3,468,041,000 3,430,745,462 36,840,000 455,538 37,295,538

都 市 計 画 課 4,860,102,934 3,437,792,430 1,337,247,237 85,063,267 1,422,310,504

住 宅 課 1,400,170,635 1,199,065,221 130,673,562 70,431,852 201,105,414

営 繕 課 100,486,000 70,520,440 0 29,965,560 29,965,560

河 川 整 備 課 16,792,699,480 9,974,790,189 6,817,408,800 500,491 6,817,909,291

流 域 水 管 理 課 3,388,307,000 3,260,541,749 126,116,440 1,648,811 127,765,251

砂 防 防 災 課 12,677,768,168 6,968,013,405 5,378,782,000 330,972,763 5,709,754,763

水 ・ 環 境 課 482,490,000 454,453,407 4,354,000 23,682,593 28,036,593

運 輸 政 策 課 5,794,029,814 4,063,688,758 1,709,072,309 21,268,747 1,730,341,056

次 世 代 交 通 課 770,692,372 555,283,898 138,901,147 76,507,327 215,408,474

計 84,040,055,543 56,084,235,727 26,627,985,853 1,327,833,963 27,955,819,816

収 用 委 員 会 事 務 局 57,021,000 56,279,501 0 741,499 741,499

総　　　計 84,097,076,543 56,140,515,228 26,627,985,853 1,328,575,462 27,956,561,315
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 ２ 特別会計決算額

（１） 歳入決算額
（単位：円）

予算現額と

区    分 会   計   名 予 算 現 額 調  定  額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収 入 済 額

と の 比 較

公 用 地 公 共 用 地

用 地 対 策 課 取 得 事 業 特 別 会 計 2,070,197,099 2,224,599,478 2,224,599,478 0 0 154,402,379

県 営 住 宅 敷 金 等

住 宅 課 管 理 特 別 会 計 99,664,000 258,749,308 257,854,708 0 894,600 158,190,708

流 域 下 水 道 事 業

水 ・ 環 境 課 特 別 会 計 743,583,270 708,533,590 708,533,590 0 0 △35,049,680

港 湾 等 整 備 事 業

運 輸 政 策 課 特 別 会 計 2,053,506,960 2,316,852,135 2,311,986,255 0 4,865,880 258,479,295

4,966,951,329 5,508,734,511 5,502,974,031 0 5,760,480 536,022,702計
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（２） 歳出決算額
（単位：円）

予算現額と
区    分 会 計 名 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不 用 額 支 出 済 額

と の 比 較

公 用 地 公 共 用 地

用 地 対 策 課 取 得 事 業 特 別 会 計 4,857,197,099 4,514,962,735 181,831,210 160,403,154 342,234,364

県 営 住 宅 敷 金 等

住 宅 課 管 理 特 別 会 計 99,664,000 15,979,585 0 83,684,415 83,684,415

流 域 下 水 道 事 業

水 ・ 環 境 課 特 別 会 計 1,021,583,270 980,512,605 0 41,070,665 41,070,665

港 湾 等 整 備 事 業

運 輸 政 策 課 特 別 会 計 4,835,506,960 4,028,109,317 781,000,000 26,397,643 807,397,643

10,813,951,329 9,539,564,242 962,831,210 311,555,877 1,274,387,087計
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